
テ レビ ｢世界の地理｣を利用 して

1. はじめ〝こ

村 田 波 '天
(野辺地高虎)

近年の科学技術の急速な進展Iも 教授内容を質的に高めると共に､量的にも激増させているO

従って教育の近代化 ｡確率化という観点から､教育現場にも新しい教育機器がどんどん導入さ

れてきている0-万､情報化社会が喧伝される今日､映像教育の重要性が指摘されてきた.こ

のような動きを反映してか､ここ二>･三年のVTRの普及にはめざましいものがある｡例えば

広島県の公立高校の場合､ 昭和 41年当時VTRは数える程しかなかったものが､ 44年は 6

9校中る0校 (80台)が保有するまでに在っているO

実はこのような動きは筆者自身も定性的ではあるがキャッチすることができた｡つまり､たま
･l,I)

たま昭和 41年と4 4年の放送教育全国大会に出席する機会云待ったが､前者の場合はVTR

が開発されたはかりの時点でもあり､出席された先生方もあまりテレビ利用の捜業の夷鼠がな

いようで､公開授業もテープレコーダーが主体であった｡それが昨年の仙台大会になると､V

TR普及の反映から出席者も格段に多く､又分科会の内容もテレビ番組の授業への効果的導入

をめぐって質の高い議論が活発になされ以前とは隔世の感をうけさせられたO

このような動向の甲で本県の現状を顧みると､あまりにもその遅れが痛感されるのである｡

つまり昭和43年での公私立高校合わせての普及は､瞳か5校 (6台) (注2)にすぎずこの

ことは放送教育の認識欠如というよりは､むしろ経済的側面が影響していると思われるので､

県教育行政当局の強力な財政面でのてこ入れな切にお願いしたいものである｡

このようなVTRの急激な普及に伴い､テレビ教材の特性の分析や､テレビ利用の効果的授

業への位置づけ等が､盛んに各現場で研究されているOここでは乏しい実践を通して私が感じ

た事,問題点等を若干述べてみたい｡

2_視聴までの経過

本校-VTRが猿人されたのは昭和 42年 3月で､それまではTV台数が一台しかない為T

V教材の授業-の導入など思いもよらなかったQさてVTRが導入されたものの機械操作の煩

しき､視聴覚教室の不備､テーーブ本数の絶対量の不足等相まって一部の先生しか利用しない状

況だったo私もTV教材の効果的利用法の困難さや録画の煩わしさもあり二の足を踏んでいた

が､既存の教材事中心の平板的羅列的漁業への簾間もあり､ 43年 4月より授業へ選択視聴と

いう形で組み入れてみた｡その後思考錯誤をくり返し今日に到っているが､漸くある程度番組

内容 ･生徒の反応等が把握できるようになってきた｡そうは言うものの授業への位置づけや生
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徒の理解度の測定等全く研究不十分で､改めてその利用の難しさを痛感している今日この藁で

す｡

3. 教科としての視聴理由

社会科のねらいは或実社会の基本的構造を理解させるための認識力を生徒に育成していくこ

とにある｡従って政美では社会科的見方 ･考え方の育成 (社会事象に問題意識を持たせ､ 又そ

れらを総合的に理解させる)に重点がおかれねばならないO換言するならば指導過程にあって

は思考を帰納的に展開させていくことが大事である.ところが従来の教師主経の教科書中心の

授業ではややもすれば知識の注入に降りがちで､生徒VCも社会科は暗記教科であるといった誤

った親念を植えつけがちであった｡TV教材の提供する身近を具体的な事例が浸業(/t効果的tp-～

生かされるならは､社会科教育のねらいに迫る何かが出てくるような気がするのである｡まし

てや地理の場合は､その科目の特性として世界の諸地域の生活様相や社会の動向を､その地域

地域の慕境に即してダイナミックに把垣させる必要がある.これVCはもはや教科書と教師の理

解では追いつかず､ここに追刀ある画面で最新の資料や劫向を提供してくれるテレビ教材恵投

業に導入する意義があると考えるのである.

4. VTR利用上の問題点

まず設備の不十分さから生ずるものとして

イ 視聴覚室がないため､VTRやTVの移動が大変である｡

ロ 密着 ｡カ-テン等がなし､数量の場合､光線の反射により画面がよく見えない.又白黒の微

妙なコン トラス トもよく見えない｡ .

- I9インチテレビでは画面が小さすぎる｡

- 地理で庚えるテ-ブが現在7本 しかか ､O従って良い番組でも消さざるを得か ､場合 もあ

るし､逆に全番組rk鐘面できない場合 もある｡特に年1闇計画への位置づけな考慮すれば､

どうしても良い番組は全部残 したい｡

ホ VTR･TV共Ij づつしかないので､希望時間に利用できるとはかざらず､又録画とも

かち合うこともあるC

臥上の事に対し､一応次のようkC対処 している｡

イに対しては一年 生各クラスにテレビ係を設け､運般を尋問VCやって貰うと同時に､VTR再

生の操作部陳 をしておくO

ロと-はテレビを2台設置できない現状なので､光線の比薮的入らない位置にテレビを設置し､

生徒の座席 もそれに応じて適宜移動させるO又細かい数値 ･表 ｡グラフ等は予め模造紙で準備

したり､オ⊥バー-ツドプロジェクターで写せるよう準備するO

-とホは経済的問題がからむので大変であるが､テープ の場合は内容的に大した価値がないも
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のは どんどん消して行くしか手がないO又貸出や録画時間の調整は視聴覚委員会が､時間割と

にらみ合わせて計画している｡

次の問題点はTV教材の位置ずけとも関連するのであるが､TV内容を如何托して生徒に把壷

させるかである.夜托しろ対象は高校一年生であるO彼らは中学校時代殆んと視聴経験を持た

ず､中には勉強に意欲がか ､者もたくさんいる｡テレビと言えは特別サービスと考え授業とは

考えない者や又テレビで対談が始まればあきてしまうものが大半である.さらにテレビ内容は

20分とい う時間の制約もあり､かなり精選痩縮されているのでテンポが早いO従って兄のが

し｡聞きのがしがでた')､又ノー トもとれたいという問題があるO

以上を解決す勧故は んを方法が･あると思われるが､何といっても教科書の単元との関連教は

っきり押さえる必要がある｡同時に番組の流れや重点事項を予め指示してメモをとらせるとか､

又予めテレビ内容に関連した課霞を与えておくことも効果的なようであるO又視聴後のテレビ

内容の基本的事項の確認と問題点盆投げかける番組の場合の話し合いは､特に大事であろうo

そして最終的には､視聴蓮験を通して生徒がテレビ内容の中から重点事項を自らの手で選り分

けができるようにする必要がある｡そのためには､TV教材の授業への導入にあたっては､ま

だまだ考慮しなければならない点が多々ある｡

5.TV番組 ｢世界の地理｣の性格

番組の内容､長閑は教科書に即しているわけではない0番組はそれなりのまとまりを持ち､

そこには番組製作者のテ-マVC対する地理的視点･意図が窺われるO従ってテレビ内容だけで

は完成した授業にはならず､事前指導や事後指導が是非必要であるOそこで授業-導入するに

あたつては､教科書単元-の位置づけが極めて大事であるOそのために7r羊番組内容の分析が必

要なのだが､NHKで発行しているテキス トの内容は簡単すぎ､tAヰ実際の画面の内容画面'

とく臓 場合もあカ.非常に位置づけな国難にしこレ屯 'もっともvTR顔 嘩すればこの点は問題な

くなるのだが､前述の如くテープの少ない現状ではテキス ト内容を見て選択銀画をせざるを得

ず､せめてテキス トに製作者の意図でもぁったらと痛感している｡ とは言うものの ｢世界の地

理｣は内容的にも生徒-訴えるという面でも実に辰れた教材だと思う｡各地城の最新の動向や

生活様相かフイルムドキュメンタリーを通じて追ってくるので､生徒は現実感を持って受けと

める事ができ､強い印象が刻まれるようである｡例えばカナ丁 卜上か圧延工場の内部とかは､

教師や教科書を通じては決して具体的なイメージは与えられないと思 うが､番組視聴後は一年

経過した今日でもそれを))7ルに表現できる位強い印象を残しているO特に問題点を投げかけ

る内容の番組の場合は､まさに思考体系の育成という面からも好適で､生徒も自己の身近な問

題として番組に引きこまれるようで､まとめでの話し合いは平常の授業では味わえない程活発

化する｡ さらにこの番組k'Cは､教師のまだ未知の内容や又教師とは異なる視点等が窺われ､そ
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ういう意味では教師にとっても実に勉強になり有用であると思う.たた涛虻 うL を比戟した場

合､内容的にも構成的LfCも優劣差がかなり見られるO中には資料不足のせいか､スチール写真

と対談で時間の大半が費され､TVの特性である迫力ある画面が生かされておらず､内容的把

も貧弱で全く授業-組み入れる必要を感じないようなものもある｡そういうわけで私の場合は

時間数不足やテープ不足と相まって選択視聴の立場を取っている｡又対談形式の番組の場合は､

それなりの意義は認めるが､ややもすれば結論的なものを一方的に生徒に与える懸念がある｡

叉前述の TVの特性とか生徒の発達観噂等を考慮した場合､極刀少なくした方がよいと思うが

如何がだろうか｡ この事は 44年度に授業で利用した番組に対する生徒の反応にも如実に反映

しているようで､アンケー トによる生徒の印象vc残る番組を順番にあげると次のようになる｡

l位鉄鋼業 (43年度のものJI 2位 日本の林̀業 (43年度のもの)､ 3位ソ連の農業 (43

年度のもの)､4位電力 (43年度のもの), 5位石炭産業の将来 (44年度)､ 6位乾繰気

候 ｡イラy (43年度)､ 7位地中海式農業 (44年度)oこれを見ると人気の高い (印象K:

残る) と指蒲された上位番組は､いずれもフイルムドキ-メ/ク1)一形式で生々しい現実社会

の生査状況 ･動向 ｡問題点を提供している番組である｡逆に印象度の低いものはスチール写真

や対談が主体の番組で､乾繰気候 も地中海式農業も早い時期に見せたという事もあろうが､そ

れ以上に番組の構成が影響しているものと考えられるっ特lK地中海式農業にいたっては､怒名

を示しアンケー トをとった所､私のクラスでは見せていないと回答が多数あったのVCは全く驚

かされた｡ 45年度の番組は世界地誌を主体に編集されるようであるが,是非フイルムドキ-

メントで問題点を投げかけるような形にまとめてはしいものである｡さらに平凡ではあるが､

バックミエージツクの良否が生徒の画面への集中に関係するのでこの点 も考慮してほしい気が

する｡

6. おわりかこ

優れた教材である ｢世界の地理｣が効果的に生かされるVCは､その位置づけや利用法の徹底

した研究が必要なのは当然であるが､ 卒直に言って今日.まではTV教材がVTRを通じて使え

るようになったから使ってみたに過ぎたいものであった｡年間計画のどこ-どの番組を組み入

れるか､単元のどこで使うか (私の場合は間露提示しているものはまとめで使い､その他 ま番

組の性格によって思考錯誤的に導入し 菅とめで使っている)､ 1時間の授業のどの時間で使う

のが効果的か､解説が多すぎる場合又その逆の場合如何にするか等今後の大きな課題である｡

又番組の生徒への効果の測定 も現実に行われているべ･- ,'-テス ト(思考力の育成をねらうと

い うよりはむしろ知識の集債をねらう)では困難で､この面も研究の対象となる｡このように

今だに暗中模索の段階にあり､しかもTV教材の利用は必然的に進度の遅れを･帰しているが､

やはり地理教育の本質を考えた場合､ TV教育で育った生徒はきつと何かをつかんでいるはず
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でそれは長い日で見た時出て来るような気がするのである｡そういうわけで今後も大いに授業

で利用しかつ研究していきたいと考えている今日この頃ですも

次の方々のものを参考にしました｡

膚西護 ｢視聴反応を通して得られるテレビ教材の利用法｣

青森県教育委員会 ｢視聴覚機材設備状況調査､昭和43年度｣

菅野俊蔦 ｢世界の地理｣を視略して

佐藤有彦 ｢NH且TV｡世界の地理｣を利用して

宮城県高校視聴覚教育研究会 ｢世界の地理｣ビデオテープ自存
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